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フライアッシュ

炭酸カリウム

軽焼マグネシウム

混合 乾燥 850～950℃
で焼成

冷却 けい酸加里

フライアッシュ
火力発電所の石炭燃焼炉から発生した灰
（主成分はケイ酸とアルミナ）

原材料（原料組成）
[SiO2 Al2O3 MgO  Fe2O3 CaO]
K2CO3 Mg(OH)2

けい酸加里の組成
KAlSiO4 KAlSi2O6 KAlSi3O8

K2MgSiO4 K2MgSi3O9 CaO  
Fe2O3などの混合物

900℃の熱

カリ・苦土・ホウ素・石灰・鉄
などの全成分が、

ケイ酸とガラス状に結合

水には溶けないが希酸に溶ける

根と接触することで根酸に溶けて吸収
（接触溶解吸収）

緩効性・系外流出少

＝

けい酸加里とはどんな肥料ですか？



・ 灰白色の粒状、pH10程度のアルカリ性肥料
生理的中性肥料なので土壌pHの変化は小さい

・ けい酸、加里、苦土等の成分は大半が2％クエン酸に溶ける
水には殆ど溶けない
根と接触することで根酸に溶けて吸収される

・ 効き方は緩効的、溶脱（流亡）も少ない
・ 土壌溶液濃度の上昇がなく、濃度障害が起きにくい
・ 水稲のけい酸及び加里肥料、野菜等の緩効性加里肥料に

施用方法 施用量(kg/10a) 備 考

元肥 40～60 耕起前施用・穂数確保

中間追肥 20～40
出穂45～35日前

登熟歩合向上

元肥・追肥併用 元肥 ： 30～40 ・ 追肥 ： 20

秋施用 40～60 緩効性 ・ 秋施用可

水稲での施肥法

けい酸加里とはどんな肥料ですか？

水稲以外の作物での効果と施用量

作 物 施用量（kg/10a）

野菜（葉菜類） 100～130

野菜（根菜類） 80～150

野菜（果菜類） 80～380

花（カーネーション） 300～500

果樹（ブドウ） 40～80

茶（成園） 120～200

水稲以外の作物に対するけい酸加里の適正施肥量（館川1992から引用）

上物収量の向上日持ちの改善

根菜類は肌がきれいで、肉質・光沢が良い

ブドウの品質向上（糖分増・酸度低下）

茶では増収と製茶品質の向上

加里とけい酸の長期肥効
↓

水分の蒸散と吸収抑制
窒素濃度の低下

↓
作物品質・日持ちの向上



けい酸加里の水稲に対する効果
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慣行区 けい酸加里

塩化加里
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成熟期水稲のけい酸
吸収量（館川1992）

弱勢頴花の完全粒歩合の向上効果（館川1992）
（福島農試ほか24例の平均値）

水稲病害抑制効果
（館川1992）
（新潟農試ほかの平均値）

緩効性加里肥料の野菜に対する効果
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硫酸加里 けい酸加里

けい酸加里肥料の野菜に対する施用効果（館川1992より引用）
葉菜類：ハクサイ、レタス、セルリーの１１例平均
根菜類：ダイコン、サツマイモ、タマネギ、ナガイモ、ヤマトイモの１３例平均
果菜類：キュウリ、スイカ、ナスの６例平均

葉菜類 根菜類 果菜類



けい酸加里は安全でよく効く
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カ リ 施 肥 量

肥料 加里施肥量 pH EC(1:5)

無加里 4.5 0.6

硫加 標準 4.3 0.6

2倍量 4.2 0.8

4倍量 4.3 1.2

8倍量 4.4 1.9

16倍量 4.4 3.3

けい酸
加里

標準 4.5 0.5

2倍量 4.7 0.6

4倍量 4.9 0.7

8倍量 5.6 0.7

16倍量 6.5 0.9

カリ肥料とキュウリの発芽・播種後25日の生育
（館川1992を改図(元データ・宮崎農総試）

キュウリ栽培跡地土壌のpH・EC（目黒より引用）

標準加里施肥量35mg/100g乾土
N20mg/100g乾土・P2O520mg/100g乾土 共通

けい酸加里は環境にやさしい
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施肥40日後の加里の収支（館川1992を改図）
〔埼玉農試・静岡農試・電中研の3場所平均〕
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成熟期イネの加里吸収量
（館川1992を改図）
〔14ヵ所の平均〕



ご清聴ありがとうございました

文責：清和肥料工業株式会社
研究室 真野良平
2019年5月24日改定
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